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人の話を聴くのが得意な人がいますね。生まれつきのカウンセラーです。穏やかで口が

堅くて、共感してくれて、自分の意見を押し付けない。いつでも心地よく話を聴いてくれ

る。もし、あなたがそんな人なら、自分の時間や気持ちを犠牲にしてまで、そんなことを

しなくていいと言いたい。そして、それがあなたの子どもで、あなたが聴いてもらう側な

のだとしたら、平気に見えて子どもには大きな負担になることを知っておいてほしいで

す。相談を聴くのは、高度な技術のいる専門職の仕事です。ボランティアでするには重責

です。

だから、余裕がない時は、「今日はムリ、開店休業！」と言う。「来週ならいいよ」と余

裕ができそうな時期を伝えて、その時に話を聴くようにする。そうすることで、お互いに

気持ちいい関係でいられます。よいカウンセラーとは、実は自分の器を把握していて、こ

ころと体、時間に余裕がある時しか話を聴かないのかもしれません。余裕のある時間を

長くするために、よく寝て、食べて、楽しんで、こころのメンテナンスをするんですよ

ね。私もよき相談相手になるために、一生懸命寝ることにしますね！

る
香川県教育委員会事務局 生涯学習・文化財課「生活リズムでパワーＵＰ事業」

みなさん、こんにちは！ 冬休みはどのようにお過ごしでしたか？私の友

人は猫が脱走して、年末年始にずっと捜索活動をしていました。チラシ

をポストインしたり、業者から捕獲機やカメラをレンタルしたり。あき

らめた頃、捕獲機に入った飼い猫を発見したそうです！それにしても気

にかけてくれたり、一緒に探してくれたり、差し入れしてくれたご近所

さんの温かさに感激したのだとか。困っているとき、悲しい時に手を差

し伸べてもらえると、ほんとにこころに沁みますよね。
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